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“
こ六）」どは宝

「

町内スキー大会終了後、恒例の宝探し

が行われました。子供たちにとっては、

スキーの疲れをいやす楽しいレクリエー

ションとなったことでしょう。

主
な
内
容

たくさんの思い出を胸に

　ぽくたちわたしたちは今………②

　（中学卒業生へのアンケート）

交通安全対策緊急会議開催………⑥

町内スキー大会結果………………⑦

みんなのトピックス………………⑧

お知らせ・………………・………・…⑫
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9
一

懲
顯
た
ち

　
　
　
麟
た
し
た
ち
は

　
署
望
偲
満
ち
て
松
代
中
学
校
を
後

に
酉
る
翁
年
の
卒
業
生
は
七
十
二
人
。

　
発
年
間
の
義
務
教
育
を
終
え
た
生

　
　
　
　
　
こ
れ
か
ら
自
分
の
目
指

一
す
道
へ
進
醤
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今

年徳．

．
進
鴬
さ
れ
る
方
が
六
十
八
人
、

講
職
ざ
れ
ゑ
方
が
四
人
と
い
う
こ
と

で
す
。

　
道
は
慧
堀
ぞ
れ
違
っ
て
も
、
大
き

な
夢
を
持
っ
て
、
大
き
な
目
標
に
向

か
っ
て
、
犬
き
く
羽
ば
た
い
て
く
れ

る
こ
と
猛
膠
よ
う
。

　
　
　
　
　
紀
は
君
た
ち
の
時
代
で

7
…

池田正也　ぼくは、　相沢賢明　自分の力　相沢和男　自分の心

東京に就職しても一　をどこまで引き出せ　に負けないで強く生

生懸命がんばりたい　るか、試したい。　　きたいです。

と思います。

謹劃L灘　　　離，遷・輔　幽
佐藤孝明　中学校で　斉木直之　中学校生　小林優一　中学3年　小堺友紀　3年間で　植木たかし　H　E　A　井上英希　中学校で

学んだことを、これ　活を生かして、これ　間で学んだことを生　学んだことは、これ　R　T、B　E　A　Tを思　学んだことを生かし

からの生活に役立て　からもがんば1）たい　かしてがんばってい　からに生かしていき　いっきり弾かせる…　て、これからがんば

ていきたいです。　　と思う。　　　　　きたいです。　　　たい。　　　　　　ゼッ！！！　　　　りたいと思います。
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華

山賀将司　3年間や 柳宏樹　中学校生活

ってきたことが、む　で得たことを大切に

だにならないように　して、これからを生
しっかりとやる。　　きて行きたいです。

室岡秀貴　微笑にふ

れたあの日々をこの
胸にいつまで’も。

宮沢晃　中学校生活　牧田一生　自分のぺ
で学んだことを、こ　一スを崩さずに、こ

れからの社会生活に　れからもがんばって

生かしていきます。　いきたい。

濱川稔和　中学校で　斉藤智和
学んだことを，忘れず

に、これからの生活

に生かしたいです。

池田まゆみ　いつまr池田妙子　中学校で

でも友達を大切にし　学んだことを生かし

自分の目指している　これからの生活に役

事を頑張りたいです。立てたいです。

　　　　繍　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　

、ざ覇』．謹曲』、
中村里美　今まで学　仲村勝美　松代中学

んできたことを大切　校で過ごした3年間
にし、これからもが　忘れません。これか

んばりたいです。　　らも頑張1）ます。

五十嵐裕子　中学校

で学んだことを生か

し、将来の生活に役

立てたいです。

男の道は、

　1日にして

　　　ならず

若井悠里　ギャグに　若井哲男　中学校で

磨きをかけ、アメリ　学んだことなどを、

カン・ジョークにも　生かしていきたい。

力を入れていきたい。

　　　　　　　ぶ　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
館山幸江　中学校で　高橋久美　勉強だけ　小堺文恵　中学校で

やったことを生かし、でなく、これからも　得たことを、これか

勉強やいろいろなこ　っといろいろなこと　らの生活に役立てて

とをがんばります。　にチャレンジしたい。いきたいです。

山本タ介　中学校で

いろいろ学んだこと

を、今後生かしてい
きたい。

小堺智美　中学校で

学んだことを、これ

からの生活に生かし
たいです。

山岸洋平　中学校で

学んだことを、これ

からの生活に生かし
たいです。

市川はるか　やりた
いことをや1）たい時

にや1）たいだけやる。

正直にいく。

Q3 将来（これから）はどんな
職業に

自営業その他
　
　
2

　
　
2

　
　
　
3

員務公先
生
・
保
母

ロ
貝　
　
7

社△五

3

技術職

　専門職

　　　　22人

分からない

（決めてない）

33人

※「分からない（決めてない）」とい

う人が、約半数で1位となっていま

す。まだ中学生ですので、高校に行

ってから考えるということのようで

す。また、2位は「技術職、専門職」

で、「手に職をつけたい」という最近

の若い人の考えが反映されています。

農業を希望される人がいませんでし

た。寂しい気もしますが、取『）巻く

環境を考えると仕方がないのかもし

れません。

鑛・盤・翻1翻讐盤鉱

・瓢灘盤翻懸盤馨騨懸

’
　
　

綜
　
　
　

≧藁

蝉

ま し蓋
　　　～Φ

Q1　中学校生活で一番思い出に残

　　　っていることは

Q2　今後どんなことに力を入れた

　　　いですか

　薙
範

3瓜卜
趣味23　753

友達づくり／幌

　　　　部活動

※Q　lでは「勉強」が少なく、ちょっ

ぴ｝）心配だったのですが、ここでは約

半数の人が選んでいます。2位は「趣

味」です。生涯続けられるようなもの

を見つけていただきたいものです．

⑳卜
25人　　9633

修学旅行

友達との交際　　運動会

部活動

　その他

勉強

※1位は、奈良・京都方面に行っ

た「修学旅行」でした。2位は「友

達との交際」です。生涯の友がで

きるのも、この頃かもしれません。

鰍炉

憾蘇灘

3



　　　　　　　須」瞳
山岸利美　中学校で　柳満智子　今までで

学んだことをむだに　得たことをむだにせ

せず、これからを頑
張『）たいです。

　　　　　　　　柳久子今までの友
　　　　　　　　達ともずっとこのま
ず、頑張りたいです。まで、いろんなこと

　　　　　　　　をやりたいです。

柳和美　中学校生活

で学んだことを、こ

れからの生活に生か
したいと思います。

関谷真　中学で学ん

だことをむだにしな

いよう、頑張りたい
です。

柳あゆみ　3年間の
思い出を大切に、こ

れからの夢に向けて

がんばります。

鈴木圭一　中学校生

活の思い出を大切に

してがんばっていき

たいです。

室岡真悠子　後悔せ　馬場明子　中学校生

ずに自分の思うよう　活の思い出を大切に

に進みたい。　　　　して自分の夢に向け

　　　　　　　　て頑張｝）たいです。

斎藤秀樹　高校へ入　小堺正巳　生きたい　小堺正志　3年間で
学したら、勉強、部　ように生きる。そう、学んだことを大切に

活動、その他いろい　これが俺の人生。　　し、自分の希望を実

ろな面で頑張1）たい。　　　　　　　　　　現したいです。

宮沢直人　後悔の少

ないような生活を送

りたいと思います。

小堺健一　どんな挫　小野嶋慎介　飛びま

折にも耐えていける　す。発射10秒前、9

ように頑張りたいで　876543210
す。　　　　　　発射！ノ

樋口学

古池や　蛙飛び込む

水のをと…

あ～！学蔵心の俳句

樋ロ隆夫　中学校生　萬羽直樹　3年間学　仲村竜太　中学校で　中嶋昌明　やるなら　富沢圭　先生方のあ

活で得た事を生かし　んだ中学校生活を、　の思い出を大切にし、今しかないので、や　彫）がたいお言葉を大

て、高校では今まで　これからの生活に生　これからもがんばり　りたいことをやって　切にしてがんばって
以上にがんばりたい。かしたいと思います。たいです。　　　　　いきたいと思います。いきたいです。

住みやすい 7人

都会が住みにくい 2人

人情が厚い

親がいるから

※「住みやすい」というのが1位になってい

ます。都会が過密するなかで、豊かな自然環

境などが見直されているようです。

Q6　松代町を出たい理由は（Q4で
　　　「松代町」以外を答えた人のみ）

その他

Q
5

※
や
は
り
「
適
当
な
職
場
が
な
い
」
と
い
う

の
が
一
位
に
な
り
ま
し
た
が
、
言
い
換
え
れ

ば
「
職
場
が
あ
れ
ば
松
代
町
に
住
み
た
い
」

と
受
け
取
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
職
場
の
確

保
が
重
要
課
題
で
す
が
、
北
越
北
線
が
開
通

す
れ
ば
上
越
市
な
ど
の
近
隣
市
町
村
へ
の
通

勤
も
容
易
に
な
り
ま
す
。
新
し
い
展
望
が
開

け
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

交通が不便

住
み
に
く
い
4

松
代
町
に
住
み
た
い
理
由
は
（
Q
4

で
「
松
代
町
」
と
答
え
た
人
の
み
）

4

雪が降る

　　5

　　　　10人
都会に

　あこがれる

5

衡
菓

爾
9

　
2
ぺ

　
　
翁
勾
4

潔

町
／

　
　
　
々

ら鱈

鈎
眉

　
　
　
姶

適当な

職場がない

H人

22人

可能性を

試してみたい

※やはり「関東圏」が1位となっていま

すが、　「県内」も14人、　「松代町」も11

人となっています。この数字、あなたは

どう見るでしょうか？　海外という人も

6人（その他に含まれる）いました。国際

化時代を反映しているようです。

4



石野理恵　中学校生

活で学んだことをこ

れから生かしていき
たいです。

五十嵐里美　中学校　若月寛之　僕の抱負

3年問をむだにしな　は豊富にありますが
いで、これからの生　やっぱり希望を捨て

活に役立てたいです。ないことです。

佐藤久美子　どんな　桜沢薫　3年間で得

小さなことでも、真たいろいろなことを
剣に取り組んでいき　これからに生かして

たいです。　　　　　がんばりたいです。

米持晋子　高校では

中学校で学んだ事を

生かし、一日一日を

大切にしたいです。

山岸泰子　たくさん
の思い出を，忘れずに

これからも一生懸命

頑張りたいです。

小島千恵子　今まで

の経験を生かして、

いろいろな事に挑戦

していきたいです。

若井博隆我々3年
生のますますの発展

を願って、万歳、万

歳、万歳。

小堺美代子　中学で

の思い出をいつまで

も忘れず、残してい

きたいです。

　
　
　
学
切
人

　
　
　
ろ
大
の

餐
　
　
穣
き
て

　
　
　
持
で
し

　
　
　
米
ん
に

　　　　　　　　柳裕一　3年間学ん
　　　　　　　　だことを忘れないで
　　　　　　　　これからもしっかり
生を生きていきたい。がんばりたいです。

小堺夏子　過去は振

り返らず、地道に一

歩一歩前進していき

たい。

宮沢真由美　中学校　松山泰・子　中学校生　馬場康子　中学校で

での思い出を大切に　活の反省をしっかり　学んだことを生かし

これからの生活を過　して、これからの生　て、これからの夢に

ごしていきたいです。活に役立てたいです。役立てたいです。

柳宏明　3年間の思
い出を大切にして、

これからも楽しく過

ごしていきたい。

小堺知子　長い時間　小堺すみ子　中学校

ほど短いように思い　生活で学んだことを

ます。大切な時間を　これからの生活に役

作っていきたいです。立てていきたい。

　　　　　　　ノあし
関谷昌美　卒業して　佐藤宏子　思い出を

からも、毎日充実し　大切に、これからも

た日を送りたい。　　頑張りたいと思いま

　　　　　　　　す。

Q9　町の将来（発展）に必要なものは（二つまで）

4

ぞ
の
勉

燐
葵

窮
沃

　
　
錨
諭

　
　
　
循
♂

　
　
　
翻
薯

　
ぎ
虜
箋

　
　
壷
勢
　
5

　
於
癸
　
　
／

　
　
　
　
／

※若い人達にとっては［娯楽施設（文化、スポーツ、

レジャー）の充実］がやはり魅力のようです。また、

「交通体制の整備」と「観光開発」が2位、3位に

なっています。Q6で「適当な職場がない」が1位

になっている割りには、　「企業誘致」が少ないよう

な気もしますが、観光開発などにより職場を創設す

るということでしょうか？

冬の陣40人

観音
祭り

15人
333
そ
の
他
8

／白・白1、

Q
7町
や
部
落
の

で
思
い
出
に

　
　
き

　
　
焼

　
　
ど

8
　
　
ん

　
＼
　
い
ど

　
追
　
鳥
辺

人
／
禦

巴
　
の

　
　
落

　
　
部

※「冬の陣」が半数以上の支持を受けまし

た。老若男女が楽しめる点や昨年全国町村

イベントで優秀賞を受賞した点が評価され

たようで、若い人達の間にはかなり定着し

てきているようです。

Q10　町づくりのアイデアや要望など（主なもの）

①自然や緑を生かした施設や公園などを造る（自然

　を破壊しない）。

②いろいろ造るよりも、一つのものに多くのお金を

　掛けて立派なものに。

③都会的なものより、田舎的な温かいイメージなも

　のを。

④イベントなどに中学生も参加させて、大人との交

　流を増やして欲しい。

　地球的規模での環境保護が言われている時代を反

映してか、①の意見がたくさんありました。

Q8　町で自慢できると思うものは（二

　　　つまで）

　
奪
俗

ぎ
ぎ
　
　
6

虞
夢
　
　
　
5

　
ぺ
暦

ぎ
ぎ
聴
、

　
　
　
4

キ
8

　
　
　
6

秀
劇

薬
　
／

　
　
　
2

イ
ベ
ン
ト
、
祭
り
な
ど

残
っ
て
い
る
も
の
は

苺
祭
匂

／
4
ぺ

※「自然」「冬の陣」「米」「雪」の順になりました。

1位、『2位、3位は理解できますが、4位の「雪」

については「？」と言う方もおられるのではな

いでしょうか？　スキー場、冬の陣などにより、

雪の利用価値が認められてきたのかも知れませ

ん。
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交
通
安
全
対
策
緊
急
会
議
開
催

騰
、

一

議

▲交通安全対策緊急会議で「いろいろな意見を

　出していただき、交通安全に協力を願いたい」

　とあいさつする関谷町長

7
月
に
交
通
安
全
宣
言
大
会

　
急
増
す
る
交
通
事
故
を
防
ぎ
た
い

と
、
役
場
に
お
い
て
二
月
三
日
と
二

十
六
日
の
両
日
、
町
、
土
木
事
務
所
、

警
察
、
民
間
団
体
が
一
堂
に
会
し
、

交
通
安
全
対
策
緊
急
会
議
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
当
町
に
お
け
る
昨
年
の
交
通
事
故

は
、
十
八
件
と
前
年
（
十
件
）
に
比

べ
八
＋
％
も
激
増
し
、
三
年
連
続
ゼ

ロ
だ
っ
た
死
亡
事
故
も
二
件
発
生
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
に
な
っ
て

も
一
人
が
死
亡
す
る
な
ど
、
交
通
事

故
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
町
で
は
、
警
察
や
土
木
事

務
所
だ
け
で
な
く
、
小
、
中
、
高
校
、

農
協
、
建
設
業
界
、
婦
人
・
老
人
団

体
な
ど
に
呼
び
か
け
、
今
回
の
対
策

協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
回
目
の
会
議
で
は
、
安
塚
警
察

署
交
通
課
長
か
ら
郡
内
、
松
代
町
の

事
故
発
生
状
況
、
，
安
塚
土
木
松
代
分

所
長
か
ら
は
、
道
路
施
設
の
事
故
対

策
へ
の
取
り
組
み
な
ど
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
各
団
体
か
ら
も
、

現
在
の
交
通
安
全
へ
の
取
り
組
み
状

況
や
危
険
箇
所
の
指
摘
、
行
政
、
警

察
へ
の
要
望
な
ど
が
発
表
さ
れ
、
今

後
の
取
り
組
み
な
ど
は
、
各
団
体
が

持
ち
帰
り
検
討
す
る
こ
と
で
閉
会
し

ま
し
た
。

　
二
回
目
で
は
、
各
団
体
の
代
表
が

持
ち
寄
っ
た
事
故
防
止
策
な
ど
を
発

表
し
合
い
対
策
を
協
議
し
ま
し
た
。

き
め
細
や
か
な
安
全
講
習
会
の
開
催
、

街
路
灯
の
増
設
や
反
射
マ
ー
ク
の
普

及
徹
底
、
国
道
2
5
3
号
線
に
百
本

程
度
の
交
通
安
全
旗
を
立
て
る
な
ど

の
ほ
か
、
七
月
に
全
町
民
を
対
象
に

交
通
安
全
宣
言
大
会
を
実
施
し
、
交

通
安
全
に
対
す
る
町
民
の
意
識
を
高

め
る
こ
と
で
一
致
し
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
も
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
と

同
時
に
、
夕
暮
れ
時
に
は
明
る
い
服

装
で
外
出
す
る
な
ど
、
一
人
ひ
と
り

が
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

大
伏
ク
リ
ー
ン
会

　
「
地
区
を
清
潔
に
す
る
の
は
お
れ

た
ち
で
」
を
合
言
葉
に
環
境
美
化
運

動
を
進
め
て
い
る
犬
伏
ク
リ
ー
ン
会

（
松
山
邦
夫
代
表
　
1
4
名
）
に
、
こ

の
ほ
ど
県
知
事
か
ら
美
化
模
範
活
動

に
対
す
る
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
会
は
、
五
十
八
年
に
有
志
が

集
ま
っ
て
集
落
内
の
下
水
側
溝
の
清

掃
を
し
た
の
が
発
足
の
き
っ
か
け
と

な
り
、
現
在
で
は
春
、
夏
の
年
二
回

渋
海
川
の
空
き
缶
や
ゴ
ミ
拾
い
を
行

い
、
　
「
き
れ
い
な
川
宣
言
」
の
看
板

も
立
て
て
美
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
雑
草
が
生
い
茂
っ
て
い
た
国

道
歩
道
脇
の
空
き
地
も
花
壇
と
し
て

整
備
し
、
四
季
折
々
の
花
が
通
り
が

か
り
の
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま

す
。
平
成
二
年
に
は
、
集
落
全
世
帯

に
ヒ
マ
ワ
リ
の
種
を
く
ば
り
、
「
ヒ
マ

ワ
リ
育
て
よ
う
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
実

施
す
る
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
も
行

っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
受
賞
は
、
こ

れ
ら
の
活
動
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
、

県
内
で
十
五
の
団
体
が
選
ば
れ
て
い

　
　
　
　
　
ま
す
。

　
松
山
代
表
は
「
松
代

町
の
自
然
を
い
つ
ま
で

も
残
し
た
い
と
い
う
こ

と
で
活
動
を
続
け
て
い

る
。
住
民
の
方
も
川
な

ど
に
ゴ
ミ
、
空
き
缶
を

捨
て
な
い
で
協
力
を
し

て
い
た
だ
け
た
ら
…
」

と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

今
後
も
頑
張
っ
て
活
動

を
続
け
て
く
だ
さ
い
。

〉
美
し
い
自
然
を
残
し
た
い
と
頑
張
る
ク
リ
ー
ン
会
の
皆
さ
ん
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距
離
競
技

　
　
　
（
松
代
町
ク
ロ
カ
ン
コ
ー
ス
）

　2

キ
ロ

▼
小
学
四
年
以
下
・
女
子

①
高
橋
か
お
り
　
1
4
分
5
9
秒
（
莇
平
）

②
高
橋
美
津
子
　
1
5
分
2
0
秒
（
莇
平
）

③
小
嶋
真
弓
　
　
1
5
分
4
5
秒
（
孟
地
）

▼
小
学
五
年
・
女
子

①
関
　
　
祥
枝
　
n
分
59
秒
（
奴
奈
川
）

②
小
松
千
恵
美
　
12
分
1
3
秒
（
奴
奈
川
）

③
池
田
友
紀
子
　
1
2
分
4
2
秒
（
北
山
）

▼
小
学
六
年
・
女
子

①
西
潟
　
幸
子
　
n
分
4
1
秒
（
奴
奈
川
）

②
井
上
さ
や
か
　
1
2
分
0
3
秒
（
蒲
生
）

③
小
堺
み
よ
子
　
12
分
0
9
秒
（
蓬
平
）

▼
小
学
四
年
以
下
・
男
子

①
佐
藤
　
剛
史
　
1
2
分
2
7
秒
（
奴
奈
川
）

町
民
ス
キ
ー
大
会
結
果

　
　
　
　
　
　
②
小
堺
　
隆
志
　
1
2
分
5
7
秒
（
奴
奈
川
）
　
（
山
岸
雅
史
、
井
上
奈
緒
子
、
田
辺
一
幸
）

　
　
　
　
　
　
③
柳
　
　
大
輔
　
1
3
分
2
6
秒
（
孟
地
）
　
　
▼
小
学
校
男
子

3
キ
ロ

▼
小
学
五
年
・
男
子

①
高
橋
　
　
守
　
1
3
分
4
6
秒
（
奴
奈
川
）

②
若
月
　
知
広
　
1
4
分
3
3
秒
（
孟
地
）

③
米
持
　
　
誠
　
1
4
分
5
3
秒
（
奴
奈
川
）

▼
小
学
六
年
・
男
子

①
佐
藤
茂
樹

②
田
辺
　
一
幸

③
宮
沢
　
和
也

▼
中
学
・
女
子

①
高
橋
陽
子

②
小
堺
あ
ゆ
み

6
キ
ロ

▼
中
学
・
男
子

①
関
谷
　
　
真

②
若
井
　
由
和

③
山
賀
　
将
司

12
分
3
0
秒
（
奴
奈
川
）

13
分
2
4
秒
（
蒲
生
）

13
分
3
1
秒
（
松
代
）

14
分
31
秒

14
分
5
5
秒

21
分
2
2
秒

21
分
5
3
秒

22
分
53
秒

　
　
　
　
▲
源
毯
莚
讐
　
　
　
　
　
撫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ

借
簿
鰹
羅

　
　
　
　
　
　
　
　
ザ
　
　
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
醜

織ザ　調’

」

～

リ
レ
ー
2
キ
ロ
×
3
人

▼
小
学
校
女
子

①
奴
奈
川
小
　
　
4
2
分
55
秒

（
西
潟
幸
子
、
小
松
千
恵
美
、
関
　
祥
枝
）

②
蓬
　
平
　
小
　
4
5
分
2
1
秒

（
小
堺
佳
枝
、
小
堺
美
紀
、
斉
藤
恵
美
子
）

③
北
　
山
　
小
　
4
6
分
04
秒

（
池
田
友
紀
子
、
池
田
茜
、
斉
藤
由
香
里
）

▼
小
学
校
混
成

①
蓬
　
平
　
小
　
4
0
分
02
秒

（
小
堺
豊
、
若
井
邦
明
、
小
堺
み
よ
子
）

②
蒲
　
生
　
小
　
4
0
分
3
9
秒

①
奴
奈
川
小
A
　
3
5
分
0
7
秒

（
佐
藤
茂
樹
、
小
堺
健
吾
、
高
橋
　
守
）

②
松
代
小
A
　
　
3
6
分
32
秒

（
寺
田
康
宏
、
相
沢
公
宏
、
宮
沢
和
也
）

③
儀
　
明
　
小
　
3
8
分
38
秒

（
中
村
孝
幸
、
小
堺
寿
幸
、
小
堺
武
士
）

リ
レ
ー
6
キ
ロ
×
3
人

▼
中
学
校
男
子

①
松
代
中
A
　
3
6
分
2
4
秒

（
若
井
由
和
、
関
谷
　
真
、
山
賀
将
司
）

②
松
代
中
B
　
　
4
1
分
08
秒

（
山
賀
洋
平
、
相
沢
智
幸
紀
、
関
浩
志
）

③
松
代
中
C

（
高
橋
真
治
、
小
堺
淳
史
、
宮
沢
直
樹
）

驚
堰
ぺ
窯
競
技

　
　
　
　
（
松
代
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
キ
ー
場
）

大
回
転

▼
小
学
六
年
・
男
子
（
松
小
の
み
）

①
室
岡
　
一
憲
　
1
分
3
5
秒
4
4

②
若
井
　
信
行
　
1
分
4
9
秒
7
6

▼
小
学
五
年
以
下
・
男
子
（
松
小
の
み
）

①
大
野
　
友
斉
　
1
分
4
6
秒
5
1

②
若
井
　
正
広
　
2
分
0
0
秒
1
8

③
武
田
　
宏
樹
　
2
分
O
O
秒
61

▼
小
学
六
年
・
女
子
（
松
小
の
み
）

①
関
谷
　
貴
子
　
1
分
4
5
秒
3
0

②
斉
木
　
香
恵
　
1
分
5
0
秒
7
1

③
関
谷
　
真
衣
　
1
分
5
3
秒
9
2

サノ▼
小
学
五
年
以
下
・
女
子
（
松
小
の
み
）

①
村
山
　
梢
絵
　
1
分
1
8
秒
7
0

②
瀬
沼
　
美
久
　
2
分
0
6
秒
3
0

③
富
沢
可
奈
子
　
2
分
1
0
秒
8
9

▼
中
学
生

①
村
山
由
貴
男
　
1
分
1
3
秒
3
2

②
樋
口
　
隆
夫
　
1
分
14
秒
8
8

③
米
持
　
岳
士
　
1
分
1
5
秒
84

▼
高
校
生

①
南
雲
　
一
彦
1
分
1
0
秒
8
5

②
小
野
塚
昭
一
　
1
分
1
7
秒
0
5

③
志
賀
　
浩
行
　
1
分
1
7
秒
41

▼
一
般

①
柳
　
　
明
男
　
1
分
3
8
秒
9
8

②
米
持
　
英
雄
　
1
分
4
0
秒
1
8

③
五
十
嵐
利
一
　
1
分
4
1
秒
5
5

回
　
　
転

▼
小
学
六
年
・
男
子
（
松
小
の
み
）

①
嶋
田
　
将
之
　
2
分
0
9
秒
1
9

②
若
井
　
信
行
　
2
分
1
5
秒
0
6

▼
小
学
五
年
以
下
・
男
子
（
松
小
の
み
）

①
市
川
　
悟
司
　
2
分
n
秒
2
9

町
内
将
棋
大
会
結
果

（
2
月
1
6
日
　
総
合
セ
ン
タ
ー
）

六五四三二優
位位位位位勝

山
岸
宗
雄
（
松
代
郵
便
局
）

山
本
　
　
武
（
犬
伏
）

小
堺
勇
治
郎
（
室
野
）

米
持
　
敏
雄
（
室
野
）

石
野
　
英
二
（
木
和
田
原
）

横
尾
　
庄
平
（
室
野
）

　
町
内
囲
碁
大
会
結
果

（
2
月
2
3
日
　
総
合
セ
ン
タ
ー
）

A
ブ
ロ
ッ
ク
（
一
級
～
二
級
）

優
勝
　
関
谷
　
光
夫
（
松
代
）

二
位
　
寺
崎
　
直
孝
（
松
代
）

三
位
　
小
堺
陽
七
郎
（
室
野
）

B
ブ
ロ
ッ
ク
（
三
級
～
五
級
）

優
勝
　
佐
藤
　
達
夫
（
室
野
）

二
位
　
横
尾
　
庄
平
（
室
野
）

三
位
　
植
木
　
直
栄
（
松
代
）

②
大
野
　
友
斉

③
若
井
　
正
広

▼
中
学
生

①
村
山
由
貴
男

②
樋
口
　
隆
夫

③
米
持
岳
士

▼
高
校
生
・

①
小
野
塚
昭
一

▼
一
般

①
佐
藤
順
一

②
米
持
英
雄

③
関
谷
　
忠
吉

2
分
18
秒
5
5

2
分
2
0
秒
9
6

1
分
3
0
秒
1
3

1
分
3
3
秒
6
5

1
分
4
6
秒
5
6

1
分
3
0
秒
5
7

1
分
4
7
秒
4
2

1
分
58
秒
6
4

2
分
0
6
秒
94
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劉堕監
福島地区

雪
国
俸
験
交
流
ツ
7

地

　
　
　
　
ぜ
ん
ま
い
栽
培
な
ど
で
地
域
お
こ

監
肇
欝
論
難
難

留
肇
蛤
講
誉
骸

鴨
験
交
流
ツ
『
を
行
い
ま
し
た
．

励
馨
御
転
鮪
雛
膿

留
欝
星
二
諺
縁
蘇

聾
画
幕
鯵
ガ
ー

〉
和
気
あ
い
あ
い
の
ム
ー
ド
で

　
行
わ
れ
た
懇
談
会

区
を
挙
げ
て

　
し
き
る
中
、
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー
前

　
に
到
着
し
た
一
行
を
住
民
が
総
出
で

　
出
迎
え
歓
迎
。
そ
の
後
、
歳
の
神
や

　
懇
親
会
も
行
わ
れ
、
懇
親
会
場
の
高

　
齢
者
・
若
者
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、

　
福
島
住
民
が
各
家
庭
か
ら
持
ち
寄
っ

　
た
田
舎
料
理
に
、
父
兄
は
舌
鼓
を
打

　
っ
て
い
ま
し
た
。
宿
泊
は
、
各
家
庭

　
に
分
散
し
て
の
民
宿
と
な
り
、
夜
遅

　
く
ま
で
話
に
花
が
咲
い
た
よ
う
で
す
。

　
　
翌
日
は
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー
裏
を

　
会
場
に
、
雪
中
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
な
ど
、

　
　
　
　
闊
催

歓
迎

　
　
雪
の
上
な
ら
で
は
の
ゲ
ー
ム
を
楽
し

　
　
み
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
二
日
間
に

　
　
わ
た
っ
た
ツ
ア
ー
も
、
お
別
れ
昼
食

　
　
会
を
最
後
に
終
了
と
な
り
ま
し
た
が
、

父
兄
の
一
人
は
「
ス
キ
i
場
な
ど
と

は
違
い
、
雪
国
ら
し
く
て
い
い
で
す

ね
。
ま
た
、
来
た
い
で
す
」
と
、
福

島
地
区
の
自
然
や
人
情
に
大
変
感
激

し
た
様
子
。
「
ぜ
ひ
成
功
さ
せ
よ
う
」

と
い
う
住
民
の
熱
意
が
伝
わ
っ
て
く

る
そ
ん
な
す
ば
ら
し
い
交
流
会
で
し

た
。

膨

雪
上
で
の
ゲ
ー
ム
を
楽
し
む
参
加

者
㊤
　
懇
親
会
で
は
西
潟
浩
平
さ

ん
に
よ
り
福
島
地
区
の
紹
介
も
㊧

鑓
　
．
騨
　
轡

　
　
．
騨

　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
く

　
　
　
　
灘
響
、
－

　
　
　
　
　
　
ー

　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
懸
馴
・

　
　
　
　
謝
蜜
、

　
同
地
区
で
は
、
今
後
も
春
の
山
菜
、

秋
の
き
の
こ
な
ど
を
利
用
し
て
の
交

流
も
計
画
し
、
継
続
を
図
り
た
い
と

張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

「
元
気
会
」
と
「
俸
の
会
」
が
懇
談

　
　
　
　
　
　
地
域
お
＝
し
ー
旧
報
甕
換

　
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
で
県
内
で
も
注

目
を
集
め
て
い
る
「
お
～
い
元
気
会
」

（
柳
健
一
会
長
）
が
、
去
る
二
月
十

一
日
、
犬
伏
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
同
地
区
の
地
域
お
こ
し
グ

　
　
　
　
け
や
き

ル
ー
プ
「
樫
の
会
」
　
（
小
島
正
人
会

▲樫の会を紹介する

小島正人会長

長
）
と
懇
談
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
「
元
気
会
」
が
昨
年
か
ら

行
っ
て
い
る
「
ふ
る
さ
と
探
険
団
事

業
」
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の

で
、
当
町
で
U
タ
ー
ン
者
の
一
番
多

い
犬
伏
地
区
の
同
グ
ル
ー
プ
と
懇
談

す
る
こ
と
に
よ
り
、
今
後
の
活
動
の

参
考
に
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
懇
談
会
に
は
元
気
会
十
人
、
樫
の

会
十
一
人
が
参
加
。
最
初
に
元
気
会

事
務
局
の
樋
口
彰
さ
ん
が
「
ふ
る
さ

と
探
険
団
」
の
主
旨
を
説
明
し
、
そ

の
後
「
樫
の
会
」
の
小
島
会
長
か
ら

同
グ
ル
ー
プ
の
活
動
内
容
の
紹
介
が

行
わ
れ
、
懇
談
に
入
り
ま
し
た
。

　
「
楽
し
み
で
や
っ
て
い
る
。
強
制

し
な
い
。
そ
れ
が
な
い
と
会
は
持
続

し
な
い
。
た
ま
た
ま
、
そ
の
結
果
が

地
域
お
こ
し
に
な
っ
て
い
る
」
　
「
自

分
を
育
て
る
た
め
に
や
っ
て
い
る
。

失
敗
し
て
も
何
か
が
残
る
」
　
「
酒
は

活
力
だ
。
楽
し
く
酒
を
飲
み
な
が
ら

話
し
合
い
、
そ
こ
で
決
ま
っ
た
こ
と

は
必
ず
実
行
し
て
い
る
」
と
い
っ
た

会
を
続
け
る
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
か
ら
、

「
松
苧
太
鼓
を
や
っ
て
い
る
子
供
た

ち
に
は
、
地
元
に
残
る
気
持
ち
の
子

が
多
い
。
す
で
に
都
会
に
就
職
し
た

子
も
、
U
タ
ー
ン
に
気
持
ち
が
傾
い

て
い
る
」
　
「
収
入
は
三
分
の
一
に
な

っ
た
が
、
会
に
入
っ
て
か
ら
出
稼
ぎ

を
や
め
た
」
な
ど
と
、
会
の
効
用
な

ど
の
意
見
も
。
”

　
時
間
が
た
つ
に
つ
れ
参
加
者
は
す

っ
か
り
打
ち
解
け
、
和
気
あ
い
あ
い

の
ム
ー
ド
で
情
報
交
換
が
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。

◎
樫
の
会
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
で
松
苧
神
社

を
中
心
と
し
た
伝
統
文
化
行
事
に
取

り
組
み
、
地
域
の
活
性
化
を
図
っ
て

い
る
。
「
鯉
の
ぽ
り
の
泳
ぐ
里
づ
く
り
」

「
七
つ
詣
り
」
「
裸
祭
り
」
な
ど
の
企

画
・
実
行
の
中
心
団
体
。
会
員
ロ
名
。
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校高代松

ス
キ
ー
部
と
柳
昭
平
さ
ん
（
謡
）
に

　
今
年
度
活
躍
し
た
松
代
高
校
ス
キ

ー
部
と
柳
昭
平
さ
ん
に
、
こ
の
ほ
ど

町
体
育
協
会
表
彰
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

中
島

太
一
さ
ん
春
日
　
則
弘
さ
ん

堀
川
　
秀
和
さ
ん
若
井
　
憲
一
さ
ん

高
橋
　
哲
也
さ
ん
丸
山
　
志
穂
さ
ん

　　野曲羅

高
橋
　
久
枝
さ
ん
後
藤
　
鹿
子
さ
ん

村
山
』
尚
子
さ
ん
柳

　
　
　
　
　
吟

　
　
　
驚

昭
平
さ
ん

ス
キ
ー
部
は
、
県
高
校
大
会
で
男
子

リ
レ
ー
の
二
年
連
続
優
勝
を
始
め
、

一
年
生
の
後
藤
鹿
子
さ
ん
が
国
体
で

二
位
入
賞
す
る
な
ど
の
活
躍
に
よ
り
、

ま
た
、
柳
さ
ん
は
走
り
高
跳
で
上
越

大
会
優
勝
、
県
陸
上
大
会
で
三
位
に

入
賞
す
る
な
ど
の
活
躍
に
よ
り
、
今

回
の
表
彰
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
ス
キ
ー
部
の
今
ま
で
の
成

績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
第
44
回
　
県
高
校
ス
キ
ー
大
会

（
津
南
町
　
％
～
煽
）

▼
女
子
5
キ
。
（
ク
ラ
）
③
後
藤
鹿
子

⑤
丸
山
志
穂
▼
女
子
1
0
キ
。
（
フ
リ
ー
）

②
後
藤
▼
男
子
1
5
キ
。
（
ク
ラ
）
②
中

島
太
一
④
若
井
憲
一
▼
男
子
1
5
キ
。

（
フ
リ
i
）
③
中
島
▼
男
子
リ
レ
ー

（
10
キ
。
×
4
）
①
堀
川
秀
和
、
中
島
、

高
橋
哲
也
、
若
井
▼
女
子
リ
レ
ー
（
5

キ
。
×
3
）
④
後
藤
、
丸
山
、
高
橋
久

枝　
県
ス
キ
ー
選
手
権
大
会

（
妙
高
高
原
町
　
堀
～
煽
）

▼
少
年
女
子
5
キ
。
（
ク
ラ
）
②
後
藤

④
丸
山
▼
女
子
1
0
キ
。
（
ク
ラ
）
③
後

藤
⑤
丸
山
▼
女
子
1
5
キ
。
（
ク
ラ
）
④

後
藤
⑥
丸
山
▼
女
子
1
0
キ
。
（
フ
リ
ー
）

③
後
藤
▼
少
年
男
子
1
5
キ
。
（
ク
ラ
）

⑦
若
井
⑧
春
日
則
弘
⑩
中
島
▼
男
子

リ
レ
ー
（
1
0
キ
。
×
4
）
④
松
代
高
A

（
中
島
、
若
井
、
堀
川
、
春
日
）

　
第
4
1
回
全
国
高
校
ス
キ
ー

（
鳥
取
県
大
山
　
％
～
％
）

▼
少
年
女
子
5
キ
。
（
ク
ラ
）
③
後
藤

⑤
丸
山
▼
男
子
1
5
キ
。
（
ク
ラ
）
⑧
中

島
▼
女
子
1
0
キ
。
（
フ
リ
ー
）
③
後
藤

⑳
丸
山
▼
男
子
1
5
キ
。
（
フ
リ
ー
）
⑧

中
島
⑳
若
井
▼
男
子
リ
レ
ー
（
1
0
キ
。

×
4
）
⑩
中
島
、
若
井
、
堀
川
、
春

日
▼
女
子
リ
レ
ー
（
5
キ
。
×
3
）
⑬

丸
山
、
後
藤
、
高
橋

　
第
4
7
回
国
体
冬
季
ス
キ
ー
大
会

（
山
形
県
蔵
王
　
％
～
％
）

▼
少
年
女
子
5
キ
。
（
ク
ラ
）
②
後
藤

⑧
丸
山

饗

スキー大会
応援団特集

グ佑か黛

　　　コ』》　《
運7吋ノ

難鐵難華緩醗禰簸難撫鋒縷雛醗馨

麺難藩難驚慧翻麟難
羅箋難懸魏籔騨総灘勲講簗縷
籔嚢響繊鞭灘婁鐵懸鵜驚縫難欝
繋難難．簗簿懸・．
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ミミi

＼

嚢
O

山
一
，
ど
と
初
雪

　
　
山
う
ど
と

　
　
　
　
土
の
香
の
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
タ
ツ
キ
ュ
ウ
ビ
ン

　
　
　
　
　
　
　
宅
急
便

　
毎
年
、
必
ず
五
月
初
旬
に
我
が
家

に
届
く
宅
急
便
。
段
ボ
ー
ル
箱
の
中

か
ら
パ
ッ
と
、
三
十
五
年
前
の
パ
ノ

ラ
マ
が
展
開
さ
れ
る
瞬
間
で
す
。
山

影
の
残
雪
、
ウ
ド
、
ノ
ノ
バ
、
ゼ
ン

マ
イ
、
ワ
ラ
ビ
、
カ
ゴ
花
、
カ
タ
ッ

コ
ま
だ
ま
だ
…
…
。
　
　
　
〆

　
こ
れ
ら
は
、
故
郷
を
持
っ
た
者
で

な
け
れ
ば
味
わ
え
な
い
歓
喜
の
一
瞬

で
す
。
そ
の
故
郷
に
も
、
全
国
的
過

疎
化
の
波
は
押
し
寄
せ
て
来
て
い
る

よ
う
で
す
。
多
く
の
方
々
が
そ
の
対

策
に
奔
走
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、

現
実
の
松
代
生
活
は
、
言
葉
で
は
言

（埼玉県志木市在住

　蓬平富右エ門出身）

い
表
わ
せ
な
い
困
難
が
多
々
あ
る
と

は
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
文
明
と
は
、
生
活
の
向

上
と
は
と
考
え
た
時
…
。
今
地
球
が

危
い
と
言
わ
れ
て
数
年
。
地
球
の
危

機
を
救
う
の
は
都
会
人
（
都
会
人
が

地
球
を
い
じ
め
て
い
る
か
ら
）
。
そ

れ
を
支
え
て
く
れ
る
の
が
、
今
過
疎

と
呼
ば
れ
る
地
域
で
は
な
い
か
と
私

に
は
思
わ
れ
ま
す
。

　
そ
う
い
う
観
点
か
ら
は
、
都
会
の

毎
日
は
リ
ッ
チ
で
は
な
い
の
で
す
。

ゴ
ミ
み
＼
み
＼
ゴ
ミ
の
大
群
に
追
い

か
け
ら
れ
て
い
る
日
々
な
の
で
す
。

　
山
歩
き
を
し
て
も
川
辺
を
歩
い
て

も
、
ゴ
ミ
は
付
い
て
回
り
ま
す
。
家

の
周
り
で
木
の
葉
を
少
し
燃
や
し
た

佐
々
木
ト
シ
エ

い
と
思
う
時
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
ん

な
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
隣
近
所

の
迷
惑
に
な
る
の
で
す
。
現
実
は
利

害
関
係
を
離
れ
て
は
何
も
会
話
の
出

来
な
い
都
会
の
片
隅
、
な
ん
で
こ
ん

な
に
人
を
受
容
す
る
事
を
知
ら
な
く

な
っ
て
い
る
の
か
と
自
分
自
身
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、
二
言
目
に
は
自
己

弁
護
を
す
る
、
淋
し
い
日
々
で
す
。

　
三
十
五
年
前
分
教
場
の
一
室
で
、

夜
の
明
け
る
ま
で
師
を
囲
ん
で
理
想

を
夢
見
た
日
々
が
懐
か
し
く
思
い
ま

す
。
今
目
前
に
は
、
冷
た
い
現
実
が

立
ち
は
だ
か
る
毎
日
で
す
。

　
こ
ん
な
事
で
人
生
が
？
…
…
。
あ

く
ま
で
も
理
想
を
追
っ
て
感
激
の
日

々
を
送
っ
た
、
土
と
汗
の
毎
日
を
思

い
出
す
だ
け
で
胸
に
こ
み
上
げ
て
来

る
も
の
か
あ
り
ま
す
。

　
再
び
味
わ
え
な
い
青
春
と
で
も
い

う
の
か
、
そ
の
思
い
出
が
あ
の
雪
国

の
山
々
に
は
あ
り
ま
す
。
今
後
も
そ

う
い
う
青
春
を
味
わ
え
る
故
郷
を
残

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
切
に
願
い
ま

す
。　
　
帰
郷
し
て

　
　
　
　
初
雪
に
あ
う

　
　
　
　
　
　
　
な
つ
か
し
や

東京松代会事業計画平成4年

3月14日～15日　まつだい冬の陣参加

5月23日～24日　ふるさと旅行

　　　　　芝峠「峰の湯」～松之山温泉「凌雲閣」（カラオケ大会）

　　　　　～松寿大学創立5周年記念大会参加（校旗贈呈）

8月～9月　会報2号発行準備（原稿、写真、広告募集開始）

？　？　？　納涼大会（場所、日時未定）

8月29日　　シンポジウム開催

？？？講話（日時未定）
　　　　　　　　宮田洋二郎氏（旧海軍大学先生）

12　月　　　会報2号発行（会員住所掲載予定）

1月17日　平成5年新年会
　※第1回役員会にて決定

　　　　（2月12日　於新潟県人会館　36名出席）

2月12日現在の会員数

地　区 一般会員 役　員 合　　計

松　代 219 16 235
峰　方 58 10 68
山　平 104 20 124
伊　沢 71 15 86
奴奈川 253 52 305
合　計 705 113 818
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懸
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翻
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欝
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欝
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潟
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麟
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嚢

綾
叢
擬

幾
難
嚢

盗
灘
繋
難
嚢

甕
薦
鑛
叢
糞

幾
繋
嚢

蕪
藤
譲
難
機

盗
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嚢
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論
で

　
　
　
　
芸

　
　
　
　
　
　
　
　
含
「
，
C

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
俳
　
句

ど
ん
ど
の
火
勢
い
づ
け
ば
遠
巻
き
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

雪
降
っ
て
止
み
降
っ
て
止
み
春
隣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
　
人

酒
気
少
し
帯
び
て
声
高
豆
を
撒
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

着
ぶ
く
れ
て
信
号
待
ち
の
立
話

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

母
病
ん
で
寒
九
の
と
ろ
ろ
汁
も
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

頬
か
む
り
鉢
巻
に
替
え
雪
お
ろ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
去
　
水

恋
心
秘
め
た
る
花
や
寒
椿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
つ
お

牛
を
売
る
車
雪
野
を
ひ
た
走
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
水

分
校
の
生
徒
十
人
豆
を
撒
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
子

か
じ
か惇
み
て
筆
持
つ
指
の
さ
だ
ま
ぢ
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
善
　
一

往
診
の
医
師
来
る
刻
や
雪
を
踏
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌
　
弘

澁
海
川
難
足
山
も
ふ
ぶ
き
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
鳴

豆
撒
く
や
心
に
鬼
を
抱
き
つ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
代

今
年
こ
そ
福
を
内
に
と
豆
を
撒
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
　
志

探
梅
の
ま
だ
う
ら
若
き
香
り
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貞
　
子

こ
う
せ
ん

香
煎
を
す
す
め
ら
れ
を
り
春
隣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀞
舟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

し
た
た
か
に
酔
う
や
箸
先
逃
げ
る
牡

き

蠣
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
山

門
口
に
人
の
気
配
や
柑
を
足
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐵
　
堂

ひ
び
わ
れ
て
餅
花
落
ち
る
寒
さ
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泥
　
水

鳥
追
い
の
声
も
小
さ
し
過
疎
の
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
葉

か
ん
じ
き標
が
ぶ
ら
さ
が
っ
て
る
日
和
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
折
　
人

若
木
酒
す
る
め
に
酔
い
て
戻
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翔
　
山

大
声
に
雪
掘
り
口
説
く
屋
根
と
屋
根

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
人

禅
寺
の
炬
燵
布
団
の
花
模
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
さ
女

雪
卸
す
女
ば
か
り
の
色
は
ば
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
龍
峰

短
歌
賓
の
神

　
　
　
　
　
　
　
草
野
和
作

寮
の
神
焼
く
背
に
思
う
結
婚
の
相
手

い
ま
だ
に
な
き
青
年
を

手
袋
を
通
し
て
痛
き
こ
の
寒
さ
こ
ら

え
こ
ら
え
て
屋
根
の
雪
掘
る

そ
の
昔
逓
送
隊
の
越
え
ゆ
き
し
雪
の

峠
の
吹
雪
に
暮
る
る

蟄灘蝋、
一　　　　　　し亀　　　　　　　　へ　　　多多〃；

コ1拠・テ仰ゲ8
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　　　　　　　　　　　帆

一
レ」　1一

口1コ回 （

灘LΩ
コ’ 1

L」⊥　＿7一
一　　　　　　一

　
　
　
望
》

　
　
魅
煎
）
－
』
・

＄
t
ん
　
　
。

菖
匁
た
よ

曾

＼

o1λ“．施

、
、
　

い
　
’

処
ミ
「

冬イ万“ノ凌呈＿，、y・、，．㌧浅

灘
襯
藷
難

　
　
　
曙
キ
漁
灘
難
．

　
雌
雄
異
株
の
多
年
草
で
、
早
春
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
う

地
下
の
根
茎
か
ら
大
型
の
苞
を
つ
け

た
花
茎
を
伸
ば
し
、
そ
の
先
端
に
頭

状
花
を
つ
け
る
。
雌
花
は
白
、
雄
花

は
黄
色
で
、
こ
の
花
茎
を
フ
キ
ノ
ト

ウ
と
呼
ん
で
、
食
用
、
薬
用
に
す
る
。

　
大
型
の
フ
キ
で
有
名
な
ア
キ
タ
ブ

キ
は
、
奥
羽
地
方
か
ら
北
海
道
に
野

生
し
、
ま
た
栽
培
も
す
る
が
、
こ
の

苗
を
関
東
で
栽
培
し
て
も
あ
の
よ
う

に
大
き
く
な
ら
な
い
。

　
中
国
で
は
フ
キ
は
食
用
で
な
く
、

根
茎
を
解
毒
、
去
疾
な
ど
の
薬
用
植

物
に
利
用
し
て
い
る
。

園
　
　
　
　
出
題
　
十
段
　
武
宮
正
樹

　
　
白
先
生
き
・
7
手
ま
で

　
●
ヒ
ン
ト
…
右
よ
り
ハ
ネ
て
、
石
の

　
　
下
に
。

　
　
3
分
で
2
級
、
1
分
以
内
で
有
段

　
　
者
。

　　　oq号冒き4q…↓♪醜（∂2・…孕’マ⊥

（o旦1ユユ手乙⊥將’き4ゑユ算罫・薄含き4

z蓄’士脅銘・ど）（OI日〈認ヨ工聲睾〉

士ざ去団一9

9
1
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ぬ
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く
δ
て
わ
っ

　　　ゆう　　じ
小堺裕司くん
　　5歳
蓬平　おおにし

　（松代保育園）

▼
●
▼
●

若山　悠
　　4歳
室野つうら
（室野保育園）

日からスタ

　いよいよ、育児休業法がスタ

ートします。

04月1日から、
　1歳未満の子を育てる男女雇

　用労働者は

　・育児休業を申し出ることが

　　できます。

　・事業所が設ける勤務時間の

　　短縮等の措置の適用を申し

　　出ることができます。

○規模30人以下の事業所は、3

　年間、上記の適用が猶予され

　ます。

東北電力からのお願い

カラス、ヘビも

　　停電の原因

卑う一

h

－

＼ 脅

夢
、＼

、

＼
、o一＿

＼一朕、＼双一

、

　詳細は新潟婦人少年室へお問

い合わせください。

　盈025－266－OO47

諺

　皆さまの生活になくてはなら

ない電気も、カラスやヘビなど

が電線に触れて停電することが

あります。

　カラスやヘビが電柱や電線に

ぶらさがっていたり、電柱の下

に落ちているのを見つけた時は、

東北電力まで連絡くださいます

ようお願いいたします。

　東北電力㈱十日町営業所

　暦　　0257－5　2－3　1　0　7

　＊カラスやヘビによる

　　事故件数（十日町管内）

年　　度 カラス ヘ　　ビ

昭和63年 1 O
平成元年 8 1
平成2年 2　． 0

闇
曜
縫
四
月
か
ら
九
、
七
〇
〇
円
に

　
国
民
年
金
の
定
額
保
険
料
が
、
四

月
分
か
ら
九
、
七
〇
〇
円
に
な
り
ま

す
．　
国
民
年
金
を
支
払
う
た
め
の
費
用

は
、
加
入
者
の
皆
さ
ん
が
納
め
た
保

険
料
と
国
の
負
担
と
で
ま
か
な
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
ま
す
ま
す
進
展
す
る
高
齢
化
社
会

に
あ
っ
て
、
長
期
的
に
安
定
し
た
年

金
制
度
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は

年
金
額
と
そ
の
財
源
で
あ
る
保
険
料

の
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
で
す
か
ら
、
年
金
額
の
引
き
上
げ

や
受
給
者
数
の
増
加
に
対
応
す
る
た

め
に
も
、
保
険
料
を
毎
年
少
し
ず
つ

引
き
上
げ
て
い
く
こ
と
が
、
必
要
に

な
り
ま
す
。

　
そ
れ
と
同
時
に
、
物
価
の
上
昇
が

あ
れ
ば
、
あ
わ
せ
て
保
険
料
額
も
改

定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
平
成
四
年
度

の
保
険
料
は
一
か
月
九
、
七
〇
〇
円

と
決
ま
っ
た
も
の
で
す
。

　
な
お
、
付
加
保
険
料
は
、
今
ま
で

と
同
様
に
一
か
月
四
〇
〇
円
で
す
。

　
国
民
年
金
加
入
者
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

？
叉

四
月
か
ら
は

九
、
七
〇
〇
円
で
す

、♂
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・懸懲

難・

春の全国交通安全運動

4月6日（月）～15日ωO

　も三　　　　　　　　　　　　　　　　ひ’f＾．

　　　　　ゴロヤノ　　　　　でロ

騰酷じ
h　　　　　　　　　　　　◎　　．　●

　　　ノ　　　　馳　o　、こ二ニニヒニー

纏
・笏

4月1日～4月7日
★毎日が火の元警報発令中★

　この運動は、雪融けとともに

火災が起りやすい時期を迎える

にあたり、住民一人ひとセ）の防

火意識を高め、火災による死傷

事故や、財産の損失を防ぐこと

を目的にしています。

雛2醜9

た
．
ー

σ
O
O

◎スローガン

　　シートベルト

　　　　　しめてお手本

　　　　　　　　安全運転

◎重　点

1．シートベルトの着用の徹底

2．高齢者と子供の交通事故防

　　止

3．違法駐車の締め出し等市町

　　村の実態に合った重点事項

　　の推進

※昨年より松代町では、交通事

　故が激増しており、死亡事故

　が3件発生するという非常事

　態になっています。

　町民一人ひとりが交通安全に

　対する意識を持ち、交通事故

　を起さないよう遭わないよう

　気を付けてください。

応急手当

○　すぐに冷やすこと。できれ

ば水道の水など、きれいな冷水

をかけて冷やします。患部に直

接強い水圧をかけないこと。

〇　十分冷やした後は、細菌感

染を防ぐため滅菌ガーゼや清潔

な布で患部をおおいます。脱脂

綿のような細かい繊維のものは

使わない。水ぶくれはつぶさな

い。

「衣類の上から熱湯などをあび

た時は〃」

　直ちに、衣服の上から水をか

けるか水に浸して冷やします。

　十分に冷やした後に、衣服を

脱がせますが、その時に患部を

こすって悪化させてしまいそっ

な場合は、着衣をハサミで切り

開きます。皮膚と衣服がくっつ

いているような部分は、切り残

しておきます。

○　してはならないこと。

　俗説のしょうゆや油類をぬっ

たりしないこと、あとの医師の

治療の妨げになります。

火災・救急は119

r国の教育ローン』受付中1

ご融資の概要
ご融資額 学生・生徒お一人につき

　150万円以内
　　（ただし、在学中の費用については50万円以内）

ご返済
期　　間

高校、短大、専修学校各種学校など

　　　　　　　　　　　　……………5年以内
大学、高専など…・……………・…・…………6年以内

　（交通遺児家庭および母子家庭の方は、1年延長が可能）

据置期間 在学期問内で元金据置き可能。

　ただし、最長4年。（ご返済期問に含まれます。）

利　　率 年6．9％
保　　証 ㈲教育資金融資保証基金※

または保証人（1名以上）

※基金は、保証人にかわって融資の保証をする機関です。ご利用手続きも簡単です。

σ藍
お気軽にご相談ください。

　　TELO255－24－2340
　　　　　教育ローン係　　市川・長瀬・丸山

　　ヤ
〉
．
9
6

へ

脚凛＼
§魂

一
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＼一

　
松
代
町
に
来
て
一
年
が
過
ぎ
ま
し

た
が
、
い
ま
だ
に
こ
ち
ら
の
方
言
に

は
戸
惑
っ
て
い
ま
す
。
同
じ
日
本
語

な
の
に
戸
惑
っ
て
い
る
の
で
す
か
ら
、

皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
！

曇磯繍

加
　
藤

宏
さ
ん
（
松
代
）

轡

外
国
か
ら
来
た
人
は
大
変
だ
と
同
情

し
て
し
ま
い
ま
す
。
で
も
、
僕
の
場

合
は
同
じ
日
本
語
で
す
か
ら
、
時
間

が
解
決
し
て
く
れ
る
も
の
と
気
楽
に

考
え
て
い
る
の
で
す
が
、
ど
う
で
し

ょ
う
か
？

　
僕
が
こ
の
町
に
初
め
て
遊
び
に
来

た
の
は
四
年
程
前
で
し
た
。
そ
の
時

は
自
動
車
で
来
た
の
で
す
が
、
松
代

に
来
て
最
初
に
感
じ
た
こ
と
は
、
自

動
車
の
量
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
で

し
た
。
東
京
と
比
べ
る
と
余
り
に
も

交
通
量
が
少
な
く
驚
い
た
も
の
で
す
。

そ
れ
か
ら
何
回
か
遊
び
に
来
て
、
住

ん
で
み
よ
う
と
考
え
引
っ
越
し
て
き

ま
し
た
。

　
こ
ち
ら
に
住
ん
で
感
じ
た
こ
と
は
、

東
京
と
比
べ
て
人
間
関
係
が
良
く
、

空
気
が
き
れ
い
だ
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
そ
れ
に
プ
ラ
ス
し
て
四
季
の
移

り
変
わ
り
が
大
変
す
ば
ら
し
く
、
本

当
に
感
動
し
て
毎
日
を
過
ご
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
冬
に
な
っ
て
、
ち

ょ
っ
と
困
っ
た
こ
と
が
出
て
き
ま
し

た
。
そ
れ
は
雪
の
経
験
の
な
い
僕
で

し
た
の
で
、
屋
根
の
雪
お
ろ
し
の
方

法
や
カ
ン
ジ
キ
の
履
き
方
が
分
か
ら

な
い
こ
と
で
し
た
。
親
戚
の
人
に
教

わ
り
な
が
ら
や
っ
て
み
ま
し
た
が
な

か
な
か
難
し
い
も
の
で
し
た
。
し
か

し
、
今
年
は
母
た
ち
も
こ
ち
ら
に
来

ま
し
た
の
で
、
か
な
り
楽
に
な
り
ま

し
た
。
現
在
は
母
、
妹
、
弟
の
四
人

で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
家
族
み
ん
な
で
頑

張
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
の
で
、

み
な
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

　男　2，531人　　（一7人）

　女2，589人（＋2人）
　計5，120人（一5人）
世帯数1，517世帯（＋1世帯）

　出生4人　　死亡6人

　転入5人　　転出8人
　　　（4年2月末日現在）

一人ロの動き一

圃
園
圓
圃

▼
一
月
号
よ
り
「
ま
ち
か
ど
ス
ナ
ッ
プ
」

と
い
う
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
し
た
。
こ

の
コ
ー
ナ
ー
は
、
た
く
さ
ん
の
人
か
ら

広
報
に
登
場
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
、

写
真
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
よ
り
視
聴
（
？
）

率
の
ア
ッ
プ
を
狙
っ
た
も
の
で
し
た
が
、

一
月
号
で
は
写
真
の
申
し
込
み
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
　
「
こ
の
企
画
は
失
敗

し
た
な
あ
と
、
　
「
悲
し
い
酒
」
を
飲
み
、

涙
で
枕
を
濡
ら
す
夜
が
続
い
た
も
の
で

す
。
▼
と
こ
ろ
が
二
月
号
で
「
松
代
大

相
撲
」
の
写
真
を
掲
載
し
た
と
こ
ろ
申

し
込
み
が
殺
到
（
と
言
う
ほ
ど
で
も
あ

り
ま
せ
ん
が
）
し
、
何
度
も
焼
き
増
し

を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
時
ば
か
り
は
、

「
祝
い
酒
」
を
飲
み
、
う
れ
し
涙
で
枕

を
濡
ら
し
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。
▼
こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
写
真
だ

け
で
な
く
、
広
報
に
掲
載
さ
れ
た
写
真

は
ど
れ
で
も
差
し
上
げ
ま
す
の
で
、
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
皆
さ
ん
が
撮

っ
た
赤
ち
ゃ
ん
や
子
供
さ
ん
の
写
真
な

ど
も
掲
載
し
ま
す
の
で
、
気
楽
に
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

14

※
　
加
藤
さ
ん
は
一
昨
年
の
十
月
に

　
千
葉
県
か
ら
松
代
町
に
転
入
さ
れ

　
て
い
ま
す
。

固匿齢翻國
（1月26日～2月25日受付）

　げんきな良い子に（出生）

　　り　な
中沢里奈ち・ん昇平・ミネルバさん

　　（長女・木和田原・平田）
　　みず　き
高橋瑞希ち・ん　　等・千慮子さん

　　　（長女・松代・広多屋）

ご冥福を祈ります（死亡）

88歳ウタさん柳
　
　
　
　
　
　
　
　
　

工
　
　
向

兵
　
　
・

半
歳
地

・
64
孟

代
　
　
（

松（

若月ムラさん

相澤盛俊さん　　　82歳

　　　　　　　（太平・はじ）

牧田榮一さん　　　89歳

　　　　　　　（峠・やなぎ）

齊木芳治さん　　　45歳

　　　　　　　（松代・善八）

菅井和雄さん　　　83歳

　　　　　　　（名平・紙屋）

関谷トシさん　　　90歳

　　　　　（松代・かきちさ）

※この欄に掲載を希望されない方は、

　届出の際に戸籍係にお申し出くださ

　い。

7hずこつ）
　あいさつ　　　とき　　　うじがみ

＊挨拶は時の氏神

けんかは、始めてしまうとこち

らから仲なおりを申し入れるこ

とはむずかしいが、そんなとき、

間に立ってくれる人がいるとほ

っとするもの、そんな仲裁は氏

神様と思って従うのがよいとい

うこと。（挨拶は仲裁の意味。）

h
も
も
い
ま
。
ω
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